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－は じ め に一

本校ほ，中学校。高等学校が併設されていて，6ケ年一貫の教育がなされている。したがって

私どもにほ中高一貫の指導体系が要求され，当然，その実践が求められている。

そこで， 昭和51年度から55年度にかけて，古典学習についての意識調査を実施し，本校にふ

さわしい教材編成を考えた。

これにひきつづいて，56年度より，現代国語（中学校の国語の内の現代文，高校の現代文を中

心としたもの）についても，中高一貫教育についての検討に入った。そこでほ，指導体系。教材

の編成。指導法の確立を目指すことになった。

まず56年度は，本校生徒全員に対して意識調査を実施し，それを集計した。そして，次年度の

本調査づくりの参考とした。

57年度ほ，前年度の調査をふまえながら，本校生徒全員と，三校の協力校を得て，意識調査を

実施した。この結果は，本校「研究報告。第21集」にまとめて掲載したが，結果の考察が十分で

はなかったため，今回ほ本校生徒の学力観のみに限定して考察を試みた。

国語科がねらうさまぎまな学力に対して，生徒がどのような意識を持っているか¶という観

点から，現代国語に限定した，本校生徒の実態についての考察である。

…アンケートの内容…

「現代国語に関する意識調査」は多方面にわたってその意識をしらべたものであるが，今回ほ，

アンケート申の次の項目に限定して，考察の対象とした。
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次の項目について，あ）～お）の設問にそって，答えて下さい。

① 評論。論説などを読みとる力 1

④ 物語・小説。戯曲などを読む力

（杏随筆・随想などを読む力

④ 韻文（現代詩・短歌。俳句など）を読み味わう力

桓）想像力

㊥ 自分の考えをまとめて，文章にして書きあらわす力

径）自分の考えをまとめて話す力

（多 目常会話のカ

㊥ 漢字（読み。書き）の力

⑲ 語愛（知っていることばの数が多い）

⑪ 語句の意味を正しく理解すること。

ト読解力

ト思考・表現力

ト基礎力

⑲ 文法（正しいことばの使い方）

⑲ 表記（句読点。送りがななどの正しい書きあらわし方）J
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上記の項目のうち，現代国語の力として重要と思うものを＿星＿2選んで下さい。

あなたに備わっていると思うものを，旦三以内選んで下さい0

あなたに欠けていると思うものを，2つ以内選んで下さい。

あなたが身につけたいと思うものを旦三選んで下さい。

現代国語の授業をとおして身につくと思うものを2つ選んで下さい。

¶結果と考察－

1 読解力（①～④）について

あ）重要と思うもの
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①評論・論説などを読みとるカ
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「現代国語の力」というとまず「評論。論説」が

浮かんでくるようだ。

本校生徒の特徴の一つである自己主張の欲求の強

さと，「評論・論説」が結びつくように思われる。

「物語。小説・戯曲」と「随筆・随想」とはきわ

立った関心がみられない。

「韻文」は重視されていないが，．男子校の特徴か。



い）備わっていると思うもの
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グラフ2

・全体的に数値が低いのほ，自分の学力を客観的に

判定することがむずかしいためと思われる。

・学年ごとの変化ほはとんどみられない。

・「物語・小説・戯曲」が，他に比較して数値が上

なのほ，個人的，自主的な興味関心によるものと

思われる。

え）身につけたいと思っているもの

35

30

25

20

15

ハ、

／′＼、

丁、）／＼＼

＼
＼

′′

メ、、
＼

①

10】 ＼＼J／＼ ‾＼④

／ ＼

5
一－ノ

＼＼

／③
＼ ／

＼ ／

＼／

l

舛
中 中 中 高 高 高

グラフ4

・「評論・論説」が学年を追うごとに上がっている

のは，発達段階によるものであろう。

・「韻文」が下ってきているのは，授業でも，積極

的にとりくもうとしていないことのあらわれであ

ろう。

う）欠けていると思うもの
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グラフ3

・「韻文」の数値が高いのほ，解釈・鑑賞を「むず

かしい」と受けとめているからであろう。

・「随筆・随想」の数値が低いのは，内容が身近で

わかりやすく，日常の読書にもとり入れているか

らであろう。

・高3で「評論。論説」が高くなるのほ，内容のむ

ずかしさについていけなくなるのであろう。

お）授業で身につくと思うもの
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グラフ5

・「評論・論説」がのびてゆくのほ，授業が，一応

は健全な姿で進行しているといえるのだろう。ま

た，内容と，生徒と知識欲との関連もあろう。

・「韻文」がさがってゆくのほ，難解さのためであ

ろう。
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2．思考。表現力（㊥～㊥）について

あ）重要と思うもの

50

⑤想像力

⑥自分の考えをまとめて，文牽にして

番きあらわす力

⑦自分の考えをまとめて話す力

⑧日常会話の力
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。「想像力」がトップだが，想像力という言薬の意

味を十分に理解しているかどうか疑問である。

●「まとめて話すカ」ほ，あまり重要だとほ考えて

いないが，備わっていない，と意識されている。

グラフ6

・「まとめて書きあらわすカ」が学年が進むにつれ

て上昇してゆくのは，生徒の知的発達段階の欲求

のためであろう。

・「想像力」9と「話す力」ほ，下降気味である。

・「日常会話の力」は，ほとんど意識されていない
といえる。

う）欠けていると思う、もの
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・上記の「備わっていると思うもの」と対応してい

る。

・どの学年も「まとめて書きあらわす力」・「まとめ

て話す力」・「想像力」・「日常会話の力」の順で低

くなっている。
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え）身につけた、いと思っているもの
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・上記う）の「欠けていると思うもの」とほとんど

同じ。欠けているので，身につけたいと思ってい

る，ということであろう。

・上記う）と同様に，学年進行にともなう変化がな

いことも特徴的。

お）授業で身につくと思うもの
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グラフ10

「まとめて書きあらわす力」が，中2から高2に

向けて下がっているのほ，教材の内容のむずかし

さに追いついていかれないと思っているからであ

ろう。高3の場合ほ入試を意識して，授業に臨ん

でいることのあらわれであろう。

ふだんの授業の進め方・力点の置き方が大きく反

映されていると考えられる。

3．読解力。思考表現力。基礎力について

調査項目（①～⑲）を3つの力にまとめて与それぞれの変化をみたもの

あ）重要と思うもの
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グラフ11

。「基礎力」と「読解力」とが対照的なグラフにな

ったが，これほ，2つ選べ，という設問のため。

つまり，上記2つの能力のうち，「基礎力」ほどの

生徒も選んでいる，と読める。

・中3と高3の傾向が顕著であるが，高3の場合ほ，

入試をひかえて，「読解力」の重要性が意識されて

いるものと考えられる。
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い）備わっていると思うもの
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グラフ12

・上記あ）と同様に，2つ選んだうちのひとつは「基

礎力」である，といえる。

。学力が進むにつれて，「基礎力」よりも「読解力」

の不足を自覚してくる。

う）欠けていると思うもの
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グラフ13

・中3だけがきわ立っているが，担当教師が，「理解

力の不足」を授業で強調したためかと思われる。

・「思考表現力」ほはとんど変化がみられない。
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え）身につけたいと思っているもの お）授業で身につくと思うもの
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・上記う）のグラフと同じで，「欠けていると思うの

で，身につけたいと思っている」ということであ

ろう。
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・「読解力」と「基礎力」とが，生徒の意識の中心

を占めていることがわかる。

・「思考表現力」は，授業で取り扱う時間数の少な

さの反映であろう。また，授業中の態度（ノート

のとり方・まとめて発表することなど）に意識が

向いていないことのあらわれでもあろう。
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4．各項目（①～㊥）。および基礎力について

調査項目のそれぞれの力がどのJように意識

されているかをみたもの。

① 評論。論説などを読みとる力

あ）現代国語の力として蚤要と思うもの

い）備わっていると思うもの

40

う）欠けていると思うもの

え）身につけたいと思うもの

お）授紫をとおして身につ〈と思うもの
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・「欠けているので身につけたい」と思っている生

徒が，学年が進むにつれて多くなっている。しか

も，この力は授業で身につくと思っている生徒が

多い。

④ 物語。小説。戯曲などを読みとる力
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。全体的な意識の低さがみられる。

④ 随筆。随想などを読む力
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・④と同様に，全体的に意識が低い。

。「授業で身につく」と思っている生徒が多い。
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④ 韻文（現代詩。短歌。俳句など）を読

み味わう力
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・学年が進むにつれて，意識ほ低くなっている。

・高1・2・3が「重要である」と思っていないのほ

問題であり，国語科としても不満である。

・「欠けてほいるが，授業で身につけることができ

る」と思っている生徒が多い土とほ，これからの

対策の糸口となろう。

㊥ 自分の考えをまとめて，文章にして書き

あらわす力
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・ほぼどの学年も「重要だと思うが備わっていない

ので身につけたいと思ってほいるが，授業では身

につかない」と思っている。

㊥ 想像力
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・「備わっている」と思っている生徒が多いが，全

体的にみると，はとんど無関心。

・「想像力」ということばの意味が正しくとらえら

れていないようだ。

⑦ 自分の考えをまとめて話す力
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。全体的に意識が低い。

。「欠けているので身につけたい」と思っている生

徒が比較的多い。
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㊥ 日常会話の力
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。一応，不自由なく話せると思っている0

・国語の学力とは由係ないものと思っている生徒が
多い。

㊥ 基礎力
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